
 

４．各報告書の詳細  
 分析結果報告書確認表示用の画面はＡ４用紙印刷を考慮し、小さめにレイア

ウトされています。  
 入力方法の共通的な部分は、前記の表 3-4.1「各分析結果報告書の共通事項」とし

て、「分析主担当者」、「分析主担当者の経験年数」、「分析主担当者の実績」の入力方法を示

しています。 
 また、以下に共通的な事項（注意点等）を示します。 
 
○分析条件等 
 複数回測定（併行測定）のうち、１回目の分析条件を記入します。ただし、試料の指示

値（吸光度等）等については、３回分を記入する場合もあります。 
○指示値 
 指示値としては、吸光度、ピーク高さ、ピーク面積等があり、内標準法ではその比（例

えばピーク面積比）もあり、またそれらの比例値もあり、このように各種のものがありま

す。記入にあたっては、いずれの値も可能です。 
 ただし、指示値の記入欄には、検量線の最高濃度、試料、空試験の３つ（３か所）あり、

記入にあたっては３か所とも同じ種類（単位）のものとしてください。 
○分析を実施しなかった項目の結果 
 複数の分析項目を含んでいる分析結果報告書（例えば、分析結果報告書［７］及び［８］

のダイオキシン類）の作成にあたって、分析を実施しなかった項目があった場合には、そ

の項目の結果は「9999」と入力してください。なにも入力しないでエラーメッセージ（例

えば、「分析結果・・・・の検出下限値以上または検出下限値未満での検出下限値のいずれ

かは必須項目です。該当する値を入力して下さい。」）が表示される場合には、確定できま

せんので、ご注意ください。 
○分析結果（数値の丸め方） 
 分析結果については、分析項目により有効数字３桁又は２桁としています。数値の丸め

方は JIS Z 8401 に従ってください。 
 
４－１ 分析結果報告書［１］  
 排水試料に関する分析結果報告書 [１ ]の入力方法の詳細を記します  
 
 表 4-1 排水試料（ＣＯＤ）（分析結果報告書［１］）  
分析結果  数値（半角）入力。測定回数３回の結果を記入。  

単位：ｍｇ／L。  
「検出下限値以上」又は「検出下限未満での検出下限の

値」欄のうち該当する一方に記入。  
・分析結果 (検出下限値以上 ) 
(検出下限未満での検出下限

の値 ) 

検出下限値以上では、JIS Z 8401によって数値を丸めて分析

結果を有効数字３桁で記入。  
検出下限値未満では、検出下限値を有効数字１桁で記入。



 

（注）検出下限  ：  例えば、空試

験を行ってそれらの測定値の標

準偏差の3倍相当として求める。  

分析結果は必須項目。確定する際に、値の入力が行われていない

場合は、必須項目という条件で、「分析結果（検出下限値以上ま

たは検出下限未満での検出下限の値）は必須項目です。該当する

値を入力して下さい。」というエラーメッセージが表示される。

分析開始月日  
分析終了月日  

コンボボックスより選択。  
分析開始日は分析（前処理操作を含む）を開始した日。

分析終了日は定量操作を完了した日。  
分析方法  
 
使用した水  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
分析条件  ３回測定（併行測定）のうち、１回目の分析条件を記入。

ただし、試料の滴定値については、３回分を記入。  
＜分析条件等＞ 
 試料量 
 銀 種類 
 
     添加量 
  水浴中の温度 
 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのﾌｧｸﾀｰ 
 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑの滴定量 

     (試料、空試験) 
 標準原液  

 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL又はｇ。 
数値（半角）入力。単位：℃。 
数値（半角）入力。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。試料では３回分を記入。 
 

コンボボックスより選択。１を選択した場合には、具体的に記

入。  
＜試料の保存状況＞ 
 保存方法 
 
 保存温度 

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体

的に記入。  
数値（半角）入力。単位：℃ 

分析実施にあたっての留意した点

及び問題と感じた点 
１５０文字以内で簡潔に記入する。 

計算式 １５０文字以内で記入する。原則として、分析条件に記載されて

いる用語を用いて記入する。 
例（ＣＯＤ） 
 分析結果（mg/L）＝（滴定量mL－空試験の滴定量mL）× 
  過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑのﾌｧｸﾀｰ×1000÷試料量（mL）×0.2 

 
 
 



 

 
４－２ 分析結果報告書［２］ 
 排水試料に関する分析結果報告書[２]の入力方法の詳細を記します。 
 
 
 表 4-2 排水試料（全窒素）（分析結果報告書［２］） 
分析結果  数値（半角）入力。測定回数３回の結果を記入。  

単位：ｍｇ／L。  
「検出下限値以上」又は「検出下限未満での検出下限

の値」欄のうち該当する一方に記入。  
・分析結果 (検出下限値以上 ) 
(検出下限未満での検出下限の

値 ) 

検出下限値以上では、JIS Z 8401によって数値を丸めて分

析結果を有効数字３桁で記入。  
検出下限値未満では、検出下限値を有効数字１桁で記

入。  
（注）検出下限  ：  例えば、空試験

を行ってそれらの測定値の標準偏

差の3倍相当として求める。  

分析結果は必須項目。確定する際に、値の入力が行われていな

い場合は、必須項目という条件で、「分析結果（検出下限値以

上または検出下限未満での検出下限の値）は必須項目です。該

当する値を入力して下さい。」というエラーメッセージが表示

される。  
分析開始月日  
分析終了月日  

コンボボックスより選択。  
分析開始日は分析（前処理操作を含む）を開始した日。

分析終了日は定量操作を完了した日。  
分析方法  
 
使用した水  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
分析条件  ３回測定（併行測定）のうち、１回目の分析条件を記入

。ただし、試料の指示値等については、３回分を記入。



 

＜総和法＞ 
「硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の分析」 
 試料量 
 留出液量 
 留出液の分取量 
 測定波長 
 分析結果 
 
「ｱﾝﾓﾆｱ性窒素及び有機性窒素の分析」 
 試料量 
 留出液量 
 留出液の分取量 
 測定波長 
 分析結果 

 
 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 
数値（半角）入力。単位：ｍｇ／Ｌ。３回分を記入。検出下限

値未満では「0」を記入  
 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 
数値（半角）入力。単位：ｍｇ／Ｌ。３回分を記入。検出下限

値未満では「0」を記入  
＜紫外吸光光度法＞ 
 試料の希釈 
 試料量（希釈した試料量） 
 分解瓶 種類 
 
     容量 
 測定波長 

 
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 

＜検量線の作成等１＞ 
 測定対象 
 
 標準液濃度の表示 
 
 検量線の作成 作成点数 
       作成範囲 最小濃度 
           最大濃度 
      最高濃度の指示値 
 
 試料        指示値 
 
 空試験      指示値 

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的

に記入。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的

に記入。 
数値（半角）入力。整数。 
数値（半角）入力。単位：μｇ。「ゼロ(0)」は含めない。 
数値（半角）入力。単位：最小濃度と同じ。 
数値（半角）入力。「試料の指示値」、「空試験の指示値」と同じ

単位で記入。 
数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単位で記

入。３回分を記入。 
数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単位で記

入。 
＜検量線の作成等２＞ ＜検量線の作成等１＞と同様に記入。 
分析実施にあたっての留意した点及

び問題と感じた点 
１５０文字以内で簡潔に記入する。 



 

計算式 １５０文字以内で記入する。原則として、分析条件に記載され

て 
いる用語を用いて記入する。記入例は、排水試料（ＣＯＤ）を

参照する。 
 
 
 
４－３ 分析結果報告書［３］ 
 排水試料に関する分析結果報告書[３]の入力方法の詳細を記します。 
 
 表 4-3 排水試料（硝酸性窒素）（分析結果報告書［３］） 
分析結果  数値（半角）入力。測定回数３回の結果を記入。  

単位：ｍｇ／L。  
「検出下限値以上」又は「検出下限未満での検出下限

の値」欄のうち該当する一方に記入。  
・分析結果 (検出下限値以上 ) 
(検出下限未満での検出下限の

値 ) 

検出下限値以上では、JIS Z 8401によって数値を丸めて分

析結果を有効数字３桁で記入。  
検出下限値未満では、検出下限値を有効数字１桁で記

入。  
（注）検出下限  ：  例えば、空試験

を行ってそれらの測定値の標準偏

差の3倍相当として求める。  

分析結果は必須項目。確定する際に、値の入力が行われていな

い場合は、必須項目という条件で、「分析結果（検出下限値以

上または検出下限未満での検出下限の値）は必須項目です。該

当する値を入力して下さい。」というエラーメッセージが表示

される。  
分析開始月日  
分析終了月日  

コンボボックスより選択。  
分析開始日は分析（前処理操作を含む）を開始した日。

分析終了日は定量操作を完了した日。  
分析方法  
 
使用した水  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
分析条件  ３回測定（併行測定）のうち、１回目の分析条件を記入

。ただし、試料の指示値等については、３回分を記入。



 

＜還元蒸留-ｲﾝﾄﾞﾌｪﾉｰﾙ青吸光光度法＞ 
「硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の分析」 
 試料量 
 還元用の溶液量 
 流出液の分取量 
 測定波長 
 分析結果 
 
「亜硝酸性窒素の分析」 
 方法 
 
 試料量 
 分析結果 

 
 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 
数値（半角）入力。単位：ｍｇ／Ｌ。３回分を記入。検出下限

値未満では「0」を記入  
 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍｇ／Ｌ。３回分を記入。検出下限

値未満では「0」を記入  
＜銅･ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元-ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

吸光光度法＞ 
「硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の分析」 
 試料量 
 留出液量 
 留出液の分取量 
 測定波長 
 分析結果 
 
「亜硝酸性窒素の分析」 
 方法 
 
 試料量 
 分析結果 

 
 
 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 
数値（半角）入力。単位：ｍｇ／Ｌ。３回分を記入。検出下限

値未満では「0」を記入  
 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍｇ／Ｌ。３回分を記入。検出下限

値未満では「0」を記入  
＜ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法＞ 
 前処理 
 
 試料の希釈 
 溶離液の種類 
 カラムの種類 
 イオンクロマトグラフ 
  メーカー型式 
  区分 
 注入量 

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
具体的に記入。  
具体的に記入。  
 
具体的に記入  
コンボボックスより選択。  
数値（半角）入力。単位：μL。 



 

＜検量線の作成等１＞ 
 測定対象 
 
 標準液濃度の表示 
 
 検量線の作成 作成点数 
       作成範囲 最小濃度 
 
           最大濃度 
      最高濃度の指示値 
 
 試料        指示値 
 
 空試験      指示値 

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的

に記入。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的

に記入。 
数値（半角）入力。整数。 
数値（半角）入力。単位：吸光光度法ではμｇ、ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ

法ではｍｇ／Ｌ。「ゼロ(0)」は含めない。 
数値（半角）入力。単位：最小濃度と同じ。 
数値（半角）入力。「試料の指示値」、「空試験の指示値」と同じ

単位で記入。 
数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単位で記

入。３回分を記入。 
数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単位で記

入。 
＜検量線の作成等２＞ ＜検量線の作成等１＞と同様に記入。 
分析実施にあたっての留意した点及

び問題と感じた点 
１５０文字以内で簡潔に記入する。 

計算式 １５０文字以内で記入する。原則として、分析条件に記載され

て 
いる用語を用いて記入する。記入例は、排水試料（ＣＯＤ）を

参照する。 
 
 
４－４ 分析結果報告書［４］  
 廃棄物（ばいじん）試料に関する分析結果報告書 [４]の入力方法の詳細を記し

ます  
 
 表 4-4 廃棄物（ばいじん）試料（溶出試験：鉛）（分析結果報告書［４］） 
○表 4-4(1)分析結果 
分析結果  数値（半角）入力。測定回数３回の結果を記入。  

単位：ｍｇ／L。検液（溶出液）1Lあたりの鉛（P b）の

mgとして記入。  
「検出下限値以上」又は「検出下限未満での検出下限の

値」欄のうち該当する一方に記入。  
・分析結果 (検出下限値以上 ) 
(検出下限未満での検出下限

の値 ) 

検出下限値以上では、JIS Z 8401によって数値を丸めて分析

結果を有効数字３桁で記入。  
検出下限値未満では、検出下限値を有効数字１桁で記入。



 

（注）検出下限  ：  例えば、空試

験を行ってそれらの測定値の標

準偏差の3倍相当として求める。  

分析結果は必須項目。確定する際に、値の入力が行われていない

場合は、必須項目という条件で、「分析結果（検出下限値以上ま

たは検出下限未満での検出下限の値）は必須項目です。該当する

値を入力して下さい。」というエラーメッセージが表示される。

○表 4-4(2)検液（溶出液）の作成  
 分析結果報告書の名称は、分析結果報告書[４～６]（共通）となっています。 
（３回の併行測定のために下記は１～３回で概略同様であり、１回目を記入する。） 
＜試料液の調製＞ 
容器 種類 
 
   容量 
試料（ばいじん）量 
溶媒（水） 種類 
 
      量 
      ｐＨ 

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

で具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｇ。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

で具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。 

＜試料液調整後の放置時間＞ 
試料液の調製から溶出操作（振と

う）までの放置時間 

 
数値（半角）入力。単位：時間。試料液の調製後直ちに振とうし

た場合には0（ゼロ）時間とする。30分では0.5時間とする。 
＜溶出操作＞ 
容器の置き方／振とう方向 
 
気温 
 
気圧 
 
振とう機 振とう回数 
     振とう幅 
     振とう方法 

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
数値（半角）入力。単位：℃。振とう開始時の気温（室温）の概

略値を記入する。 
数値（半角）入力。単位：気圧。振とう開始時の気圧の概略値を

記入する。 
数値（半角）入力。単位：回／分。 
数値（半角）入力。単位：ｃｍ。 
６時間連続振とう 

＜振とう後の放置時間＞ 
振とう終了からろ過（又は遠心分

離）までの放置時間 

 
数値（半角）入力。単位：時間。振とう後直ちにろ過した場合に

は0（ゼロ）時間とする。30分では0.5時間とする。 



 

＜ろ過等＞ 
ろ過 実施の有無 
   ろ紙 種類 
      メーカー 
 
      型式 
   方法 
 
遠心分離 実施の有無 
     回転数 
     回転時間 
作成したろ液（溶出液）量 

 
コンボボックスより選択。 
孔径１μmのグラスファイバーフィルターペーパー（ＧＦＰ） 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
具体的に記入。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
コンボボックスより選択。 
数値（半角）入力。単位：回／分。 
数値（半角）入力。単位：分。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 

＜検液（溶出液）の作成後＞ 
溶出液の作成から検定までの時間 
 鉛 
 銅  
 カルシウム 
溶出液の保存状況 保存処理 
 
                  保存方法 
 
                  保存温度 

 
 
数値（半角）入力。単位：時間。溶出液作成後直ちに分析に必要

な量をはかり取った場合には、0（ゼロ）時間とする。分析項目ご

とに概略の時間を記入する。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
数値（半角）入力。単位：℃。 

○表 4-4(3)検定の方法（各項目の分析方法）  
（３回の併行測定のために下記は１～３回で概略同様であり、１回目を記入する。ただし、 
 試料の指示値（吸光度、ピーク高さ等）については、３回分を記入する。） 
開始月日  
終了月日  

コンボボックスより選択。  
開始日は分析（前処理操作を含む）を開始した日。分析

終了日は定量操作を完了した日。  
分析方法  
 
使用した水  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
＜前処理＞ 
 試料（溶出液）量 
 準備操作 
 
  試験溶液の量（定容量） 

 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。 



 

＜溶媒抽出等＞ 
 準備操作（溶媒抽出等） 
 
 試験溶液の分取量 
 溶媒の種類 
 
 キレートの種類 
 
 抽出回数 
 溶媒の使用量 
  最終の定容量 
 最終溶液の液性 

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体

的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
数値（半角）入力。単位：回。 
数値（半角）入力。１回当たりの使用量。単位：ｍL。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
＜原子吸光法＞ 
 試験溶液の希釈 希釈倍率 
 電気加熱法 注入量 
             注入の方法 
        原子化の方法 
 
        ﾓﾃﾞﾌｧｲｱｰの添加 
 
 原子吸光装置 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ補正 
 
        測定波長 

 
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
単位：μL。希釈しない場合には、｢1｣。 
コンボボックスより選択。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 

＜ICP発光分光分析法＞ 
  試験溶液の希釈 希釈倍率 
  装置 型式 
 
     ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ補正 
     超音波ﾈﾌﾞﾗｲｻﾞｰの使用 
         測定時間 
        測定波長 

 
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
コンボボックスより選択。 
コンボボックスより選択。 
数値（半角）入力。単位：秒。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 



 

＜ICP質量分析法＞ 
  試験溶液の希釈 希釈倍率 
 スペクトル干渉の低減又は補正

    質量分析計 
     
   ｺﾘｼﾞｮﾝ･ﾘｱｸｼｮﾝｾﾙ 
    水素化物発生 
    補正式による補正 
 
    
  その他 
 
 積分時間 
 質量数 

 
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
コンボボックスより選択。 
コンボボックスより選択。 
コンボボックスより選択。 
補正式による補正を行った場合には、補正前と補正後の指示値に

ついて「イオンカウント値」等、数値（半角）入力。 
コンボボックスより選択。「行う」を選んだ場合には、具体的に記

入。 
数値（半角）入力。単位：秒。 
数値（半角）入力。 

＜検量線の作成等＞ 
 定量方法 方法 
        内標準物質の種類 

 
コンボボックスより選択。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
 検量線の作成 作成点数 
       作成範囲 最小濃度 
 
           最大濃度 
      最高濃度の指示値 

数値（半角）入力。整数。 
数値（半角）入力。分析装置で測定する溶液中の濃度(ｍｇ／L)を

記入。「ゼロ(0)」は含めない。 
数値（半角）入力。単位：最小濃度と同じ。 
数値（半角）入力。「試料の指示値」、「空試験の指示値」と同じ単

位で記入。 
 試料        指示値 数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単位で記入

。３回分を記入。 
 空試験      指示値 数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単位で記入

。 
 検出下限 数値（半角）入力。単位：ｍｇ／L。 
分析実施にあたっての留意した点

及び問題と感じた点 
１５０文字以内で簡潔に記入する。 

計算式 １５０文字以内で記入する。原則として、分析条件に記載されて

いる用語を用いて記入する。記入例は、排水試料（ＣＯＤ）を参

照する。 
 
 
 
 
 



 

４－５ 分析結果報告書［５］ 
 廃棄物（ばいじん）試料に関する分析結果報告書[５]の入力方法の詳細を記します。 
 
 表 4-5 廃棄物（ばいじん）試料（溶出試験：銅）（分析結果報告書［５］） 
○表 4-5(1)分析結果 
表4-4(1)分析結果（鉛）を参考に記入する。 

○表 4-5(2)検液（溶出液）の作成  
表4-4(2)検液（溶出液）の作成（鉛）と同じ。 

○表 4-5(3)検定の方法（各項目の分析方法）  
表4-4(3)検定の方法（各項目の分析方法）（鉛）を参考に記入する。 

 
 
４－６ 分析結果報告書［６］ 
 廃棄物（ばいじん）試料に関する分析結果報告書[６]の入力方法の詳細を記します。 
 
 表 4-6 廃棄物（ばいじん）試料（溶出試験：カルシウム）  
   （分析結果報告書［６］）  
○表 4-6(1)分析結果 
表4-4(1)分析結果（鉛）を参考に記入する。 

○表 4-6(2)検液（溶出液）の作成  
表4-4(2)検液（溶出液）の作成（鉛）と同じ。 

○表 4-6(3)検定の方法（各項目の分析方法）  
（３回の併行測定のために下記は１～３回で概略同様であり、１回目を記入する。ただし、 
 試料の指示値（滴定値、吸光度、ピーク高さ等）については、３回分を記入する。） 
開始月日  
終了月日  

コンボボックスより選択。  
開始日は分析（前処理操作を含む）を開始した日。分析

終了日は定量操作を完了した日。  
分析方法  
 
使用した水  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
＜キレート滴定法＞ 
 試料量 
 準備操作 
 
 試料の希釈 希釈倍率 
  滴定量 

 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
数値（半角）入力。単位：ｍL。３回分を記入。 



 

＜フレーム原子吸光法＞ 
 試料量 
 準備操作 
 
 試料の希釈 希釈倍率 
 原子吸光装置 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ補正 
 
        測定波長 
       フレーム 
 
       ﾗﾝﾀﾝ溶液の添加 

 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
＜ICP発光分光分析法＞ 
 試料量 
 準備操作 
 
 試料の希釈 希釈倍率 
 装置 型式 
 
     ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ補正 
     超音波ﾈﾌﾞﾗｲｻﾞｰの使用 
         測定時間 
        測定波長 

 
数値（半角）入力。単位：ｍL。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 
コンボボックスより選択。 
コンボボックスより選択。 
数値（半角）入力。単位：秒。 
数値（半角）入力。単位：ｎｍ。 

＜ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法＞ 
 準備操作 
 
 試料の希釈 希釈倍率 
 溶離液の種類 
 カラムの種類 
 イオンクロマトグラフ 
  メーカー型式 
  区分 
 注入量 

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
希釈倍率入力。希釈しない場合には、｢1｣。 
具体的に記入。  
具体的に記入。  
 
具体的に記入  
コンボボックスより選択。  
数値（半角）入力。単位：μL。 

＜検量線の作成等＞ 
 定量方法 方法 
        内標準物質の種類 

滴定法以外の場合に記入する。 
コンボボックスより選択。 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に

記入。 



 

 検量線の作成 作成点数 
       作成範囲 最小濃度 
 
           最大濃度 
      最高濃度の指示値 

数値（半角）入力。整数。 
数値（半角）入力。分析装置で測定する溶液中の濃度(ｍｇ／L)を

記入。「ゼロ(0)」は含めない。 
数値（半角）入力。単位：最小濃度と同じ。 
数値（半角）入力。「試料の指示値」、「空試験の指示値」と同じ単

位で記入。 
 試料        指示値 数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単位で記入

。３回分を記入。 
 空試験      指示値 数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単位で記入

。 
 検出下限 数値（半角）入力。単位：ｍｇ／L。 
分析実施にあたっての留意した点

及び問題と感じた点 
１５０文字以内で簡潔に記入する。 

計算式 １５０文字以内で記入する。原則として、分析条件に記載されて

いる用語を用いて記入する。記入例は、排水試料（ＣＯＤ）を参

照する。 
 
 
４－７ 分析結果報告書［７］  
 廃棄物（はいじん）試料に関する分析結果報告書 [７]の入力方法の詳細を記し

ます。ここには、「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検定方法」

に規定する抽出方法の場合の結果を記入する。この検定方法の規定以外の抽出

方法の場合には、分析結果報告書［８］に記入する。  
 
 表 4-7 廃棄物（はいじん）試料（ダイオキシン類）（分析結果報告書［７］） 
測定回数  1～5の整数（半角）入力。分析用試料のはかり取りか

らGC/MS等の測定までの一連の操作を行った回数（併

行測定の回数）を記入。  
分析結果  数値（半角）入力。単位：ｎｇ／ｇ。  

（分析を実施しない項目があった場合には、「 9999」と

入力）  
「定量下限値以上」、「検出下限～定量下限」又は「検出

下限未満での検出下限の値」欄のうち該当する一方に

記入。  
測定回数分の分析結果を記入。例えば、１回測定の場合

には、「１回目の分析結果」欄に記入し、「２～５回目の

分析結果」欄は記入しない。  



 

・分析結果（定量下限値以上）  
 
（検出下限～定量下限）  
 
（検出下限未満での検出下限の

値）  

定量下限値以上では、JIS Z 8401によって数値を丸めて有

効数字２桁で記入。  
検出下限以上定量下限値未満では、JIS Z 8401によって

数値を丸めて有効数字２桁で記入。  
検出下限値未満では、検出下限値を有効数字１桁で記

入。  
（注）分析結果は必須項目。確定する際に、値の入力が行われていない場合は、必須項目という条

件で、「分析結果（定量下限値以上、検出下限以上定量下限未満の値または検出下限未満での検出

下限の値）は必須項目です。該当する値を入力して下さい。」というエラーメッセージが表示さ

れる。  
 検出下限、定量下限とは、試料における検出下限、定量下限値を示す。  
分析条件  ２回以上の併行測定を行った場合には、１回目の分析

条件を記入する。ただし、試料の分取量については、

測定回数分を記入する。  
＜抽出＞  
 試料のはかり取り量  

 
数値（半角）入力。単位：ｇ。測定回数分を記入する

。PCDDs及びPCDFs用とDL-PCB用と異なる取り方

を行った場合には、「メモ」欄にその概要を記入する。

  2mol/L塩酸の使用量 数値（半角）入力。単位：ｍL。  
  ろ過に使用したろ紙の種類 コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
  ﾍｷｻﾝ洗浄水の量 数値（半角）入力。単位：ｍL。  
  洗浄溶媒 種類 
 
      量 

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。  

  ｿｯｸｽﾚｰ抽出 溶媒 
 (塩酸処理後の残さ)抽出時間  
          溶媒量  
       ろ紙の種類  

ﾄﾙｴﾝ 
数値（半角）入力。単位：時間。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
  液・液抽出  溶媒 
(塩酸溶液・洗浄液) 
          抽出回数  
          溶媒量  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：回。  
数値（半角）入力。単位：ｍL／回。  

  抽出液の濃縮  コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
  濃縮後の定容量（抽出液）  数値（半角）入力。単位：ｍL。  



 

  ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ用の試料 
 （抽出液の分取量）  

数値（半角）入力。単位：ｍL。  
「PCDDs、PCDFs及びDL-PCB用」として取った場合には上

段に記入する。「PCDDs及びPCDFs用」と「DL-PCB用」に

別々に取った場合には、下段に、別々に記入する。また、PC

DDs及びPCDFs用とDL-PCB用で異なる取り方を行った場合

等には、「メモ」欄にその概要を記入する。 
  ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ 添加 
         添加箇所  

コンボボックスより選択。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
＜クリーンアップ＞  
A 硫酸処理  
 ｼ ﾘ ｶ ｹ ﾞ ﾙ ｸ ﾛ ﾏ ﾄ  
 多層ｼﾘｶ ｹ ﾞ ﾙ ｸ ﾛ ﾏ ﾄ  

 
すべての項目とも、コンボボックスより選択。  

B その他の操作  
  GC/MS分析用試料液の調製 

方法  

すべての操作とも、コンボボックスより選択。「その他

」を選んだ場合には、具体的に記入。  

C 硫黄分除去の処理  すべての操作とも、コンボボックスより選択。「その他

」を選んだ場合には、具体的に記入。  
  クリーンアップ方法  上記A～Cの記号を用いて記入する。  
 転用溶媒  コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
  GC/MS分析用試料液  
        PCDDs及びPCDFs用  
     DL-PCB用  

 
数値（半角）入力。単位：μL。  
GC/MS分析用試料液の量であり、GCへの注入量でないこと

に注意する。 
＜ＧＣ／ＭＳ＞  
 対応物質 PCDDs及びPCDFs 
       DL-PCB 

（対応物質ごとにＧＣ／ＭＳ１～５に記入する）  
チェックボックスにチェック。分析対象とした塩素化

物を選択。  
 ＧＣ   型式  コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
 カラム  型式  
 
            内径  
      長さ  
      膜厚  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍｍ。  
数値（半角）入力。単位：ｍ。  
数値（半角）入力。単位：μｍ。  

  昇温条件  温度（℃）、温度保持（分）、昇温速度（℃ /分）、昇温

回数（回）とも数値（半角）入力。５回以上の昇温を

行った場合には、最終の温度と温度保持を記入。  



 

 注入       量  

 
      注入口温度  
            注入方式  

数値（半角）入力。単位：ＧＣへの注入量 (μL )を記

入。  
数値（半角）入力。単位：℃。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合に

は、具体的に記入。  
 キャリヤーガス条件   流量  
                   圧力  

数値（半角）入力。単位：ｍL /分。  
数値（半角）入力。  
単位については、コンボボックスより選択。「その他」

を選んだ場合には、具体的に記入。  
 ＭＳ型式 型式  コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
 測定時の分解能  コンボボックスより選択。  
 イオン化 方法  
 
      電圧  
      電流  
      イオン源温度  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には

、具体的に記入。  
コンボボックスより選択。  
コンボボックスより選択。  
数値（半角）入力。単位：℃。  

＜検量線の作成＞  
 PCDDs及びPCDFs 作成点数  
      作成範囲  最小濃度  
 
           最大濃度  

数値（半角）入力。整数。  
数値（半角）入力。ＧＣに注入する標準液の濃度 (ｎ

ｇ／ｍL )を記入。「ゼロ (0)」は含めず、異性体で異な

る場合には最小値を記入。  
数値（半角）入力。単位：最小濃度と同じ。異性体で

異なる場合には、最大値を記入。  
数値（半角）入力。整数。           繰り返し数  

  DL-PCB   作成点数  
      作成範囲  最小濃度  
           最大濃度  
           繰り返し数  

PCDDs及びPCDFsと同様に記入。  

 
製造ﾒｰｶｰは、コンボボックスより選択。「その他」を

選んだ場合には、具体的に記入。  
開封後の月数は、数値（半角）入力。単位：月。  

 標準物質 (液 ) 
   PCDDs及びPCDFs 製造ﾒｰｶ

ｰ  
              開封後の月数  
   DL-PCB         製造ﾒｰｶ ｰ  
              開封後の月数  

PCDDs及びPCDFsと同様に記入。  

 装置安定性 感度変動  
       保持時間変動  

数値（半角）入力。単位：％。  
数値（半角）入力。単位：％。  



 

＜異性体別のG C / M S分析条件及

び分離定量＞  
 G C / M S分析条件  
 
 
 分離定量  

異性体別に選択又は具体的に記入。  
 
コンボボックスより選択。1～ 5のうち定量に使用した

条件一つを選択する（分析条件ＧＣ／ＭＳ１～ＧＣ／

ＭＳ５のいずれを選ぶ）  
コンボボックスより選択。分析条件（ＧＣカラム等）

から重なっている異性体があるときには「2」を選択す

る。「2」を選んだ場合、重なっている異性体がわかっ

ているときには具体的に記入。  
＜内標準物質の添加量と回収率

＞  
 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｱ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ﾊ ﾟ ｲ ｸ  添加量  
 
 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｱ ｯ ﾌ ﾟ ｽ ﾊ ﾟ ｲ ｸ  回収率  
 
 ｼ ﾘ ﾝ ｼ ﾞ ｽ ﾊ ﾟ ｲ ｸ   添加量  

使用した内標準物質に該当する欄に記入。「その他」の

内標準物質を使用した場合には、具体的に記入。  
数値（半角）入力。添加した内標準物質の量 (ｎｇ )を

記入。  
数値（半角）入力。添加した内標準物質の回収率 (％ )

を記入。  
数値（半角）入力。添加した内標準物質の量 (ｎｇ )を

記入。  
＜空試験値及び相対感度係数＞  
 空試験値 (操作ﾌﾞﾗ ﾝ ｸ ) 
 
 
 相対感度係数 (RRFcs) 
 
 相対感度係数 (RRFrs) 

 
 
数値（半角）入力。試料中の濃度 (ｐｇ／ｇ )に換算した

値で記入 (分析結果と同じ単位とする )。空試験値が検

出されない場合には記入しない (空欄とする )。  
数値（半角）入力。2つのﾓﾆﾀ ｰ ｲ ｵ ﾝ (質量数 )では平均

値を記入。  
数値（半角）入力。2つのﾓﾆﾀ ｰ ｲ ｵ ﾝ (質量数 )では平均

値を記入。  
＜検出下限値＞  
 装置の検出下限  
 
 試料における検出下限  
 
 試料測定時の検出下限  

数値（半角）入力。すべて有効数字１桁で記入。  
GC/MSで検出できる最小量（ｐｇ）を有効数字１桁

で記入。  
検出できる試料中の最小濃度 (ｎｇ／ｇ )を有効数字１

桁で記入 (分析結果と同じ単位とする )。  
検出できる試料中の最小濃度 (ｎｇ／ｇ )を有効数字１

桁で記入 (分析結果と同じ単位とする )。分析結果が検

出下限未満であった場合に記入する。  



 

＜測定質量数＞  各塩素化物ごとに２つまでを選択（定量に用いた質

量数を選択）。  
質量数の表記は、記載しているマニュアル等により異

なっていることもあり、質量数0.01以下ではそのこと

を考慮して選択する（近い質量数を選択する）。「その

他」を選んだ場合には、数値（半角）で具体的に記入。

 
 
４－８ 分析結果報告書［８］  
 廃棄物（ばいじん）試料に関する分析結果報告書 [８]の入力方法の詳細を記し

ます。ここには、「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検定方法」

の規定以外の抽出方法の場合の結果を記入する。「特別管理一般廃棄物及び特別管理

産業廃棄物に係る基準の検定方法」に規定する抽出方法の場合には、分析結果報

告書［７］に記入する。  
 
 表 4-8 廃棄物（ばいじん）試料（ダイオキシン類）  
    （分析結果報告書［８］）  
測定回数  1～5の整数（半角）入力。分析用試料のはかり取りか

らGC/MS等の測定までの一連の操作を行った回数（併

行測定の回数）を記入。  
分析結果  数値（半角）入力。単位：ｎｇ／ｇ。  

（分析を実施しない項目があった場合には、「 9999」と

入力）  
「定量下限値以上」、「検出下限～定量下限」又は「検出

下限未満  
での検出下限の値」欄のうち該当する一方に記入。  
測定回数分の分析結果を記入。例えば、１回測定の場

合には、「１回目の分析結果」欄に記入し、「２～５回目

の分析結果」欄は記入しない。  
・分析結果（定量下限値以上）  
 
（検出下限～定量下限）  
 
（検出下限未満での検出下限の

値）  

定量下限値以上では、JIS Z 8401によって数値を丸めて有

効数字２桁で記入。  
検出下限以上定量下限値未満では、JIS Z 8401によって

数値を丸めて有効数字２桁で記入。  
検出下限値未満では、検出下限値を有効数字１桁で記

入。  



 

（注）分析結果は必須項目。確定する際に、値の入力が行われていない場合は、必須項目という条

件で、「分析結果（定量下限値以上、検出下限以上定量下限未満の値または検出下限未満での検出

下限の値）は必須項目です。該当する値を入力して下さい。」というエラーメッセージが表示される

。  
 検出下限、定量下限とは、試料における検出下限、定量下限値を示す。  
分析条件  ２回以上の併行測定を行った場合には、１回目の分析条

件を記入する。ただし、試料の分取量については、測定回

数分を記入する。  
＜抽出＞  
 試料のはかり取り量  

 
数値（半角）入力。単位：ｇ。測定回数分を記入する。P

CDDs及びPCDFs用とDL-PCB用と異なる取り方を行っ

た場合には、「メモ」欄にその概要を記入する。  
  2mol/L塩酸の使用量 数値（半角）入力。単位：ｍL。  
  ろ過に使用したろ紙の種類 コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
  ﾍｷｻﾝ洗浄水の量 数値（半角）入力。単位：ｍL。  
  洗浄溶媒 種類 
 
      量 

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。  

 (塩酸処理後の残さ)抽出方法 
          溶媒 

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
 (塩酸溶液・洗浄液)抽出方法 
          溶媒抽出  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
  高速溶媒抽出（ASE）  
       メーカー  
       型式  
       抽出時間  
          溶媒量  
       圧力  
              温度  
       static 
              Flush 
       回数  

 
具体的に記入。  
具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：時間。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。  
数値（半角）入力。単位：ｐｓｉ。  
数値（半角）入力。単位：℃。  
数値（半角）入力。単位：分。  
数値（半角）入力。単位：％。  
数値（半角）入力。単位：回。  

 自動ソックスレー  
       メーカー  
              型式  
       抽出時間  
          溶媒量  

 
具体的に記入。  
具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：時間。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。  



 

 迅速自動抽出 (ｿｯｸｽｻｰﾑ )  
       メーカー  
              型式  
       抽出時間  
          溶媒量  

 
具体的に記入。  
具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：時間。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。  

 その他   メーカー  
            型式  
       抽出時間  
          溶媒量  

具体的に記入。  
具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：時間。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。  

 
 
４－９ 分析結果報告書［９］  
 大気試料に関する分析結果報告書 [９]の入力方法の詳細を記します。  
 
 表 4-9 大気試料（揮発性有機化合物）（分析結果報告書［９］）  
測定回数  1～5の整数（半角）入力。分析用試料のはかり取りか

ら  
GC/MS等の測定までの一連の操作を行った回数（併行

測定の回数）を記入。  
分析結果（詳細項目）  
 分析の実施  
 分析結果  

 
コンボボックスより選択。  
数値（半角）入力。単位：μｇ／ｍ３。  
「分析を実施」した場合には、「検出下限値以上」又は

「検出下限未満での検出下限の値」欄のうち該当する

一方に記入。  
測定回数分の分析結果を記入。例えば、１回測定の場

合  
には、「１回目の分析結果」欄に記入し、「２～５回目の

分析結果」欄は記入しない。  
 分析結果（検出下限値以上）  
 
（検出下限未満での検出下限の

値）  

検出下限値以上では、JIS Z 8401によって数値を丸めて分

析結果を有効数字３桁で記入。  
検出下限値未満では、検出下限値を有効数字１桁で記

入。  
（注）検出下限  ：  例えば、空試験

を行ってそれらの測定値の標準偏

差の3倍相当として求める。  

「分析を実施」した場合には、分析結果は必須項目。確定する際

に、値の入力が行われていない場合は、必須項目という条件で

、「分析結果（検出下限値以上または検出下限未満での検出

下限の値）は必須項目です。該当する値を入力して下さい。」

というエラーメッセージが表示される。  



 

分析結果（参照項目）  
 分析の実施  
 分析結果  

 
分析結果（詳細項目）と同様に記入する。  
ただし、分析結果については、１つの分析結果を記入する。複

数回測定では代表値（例えば、平均値等）として記入する。 
分析開始月日  
分析終了月日  

コンボボックスより選択。  
分析開始日は分析（前処理操作を含む）を開始した日。

分析終了日は定量操作を完了した日。  
分析方法  
 
分析時の温度  
分析時の大気圧 圧力  
        単位  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入する。  
数値（半角）入力。単位：℃。  
数値（半角）入力。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入する。  
分析条件  ２回以上の併行測定を行った場合には、１回目の分析

条  
件を記入する。ただし、試料の指示値（ピーク面積等

）  
については、測定回数分を記入する。  

＜試料の濃縮＞  
 試料の希釈操作  
 
    希釈倍率  
 
（圧希釈の場合）加圧前圧力  
        加圧後圧力  
        圧力の単位  
 
 試料量（濃縮量）  
 濃縮部  
 
 除湿部  
 濃縮部の加熱温度  
 ﾄ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ管の加熱温度  
 パージガス  

 
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入する。  
数値（半角）入力。希釈しない場合には、「希釈倍率」は「1

」とする。 
数値（半角）入力。  
数値（半角）入力。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入する。  
数値（半角）入力。単位：ｍL。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入する。  
コンボボックスより選択。  
数値（半角）入力。単位：℃。  
数値（半角）入力。単位：℃。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的な分析方法を記入する。  



 

＜ＧＣ／ＭＳ＞  
 ＧＣ 型式  
 ＭＳ 型式  
    装置型式  
    イオン検出法  

 
すべての項目とも、コンボボックスより選択。「その他

」を選んだ場合には、具体的に記入。  
 

 カラム   型式  
 
             内径  
       長さ  
       膜厚  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍｍ。  
数値（半角）入力。単位：ｍ。  
数値（半角）入力。単位：μｍ。  

  カラム昇温条件  温度（℃）、温度保持（分）、昇温速度（℃ /分）、昇温回

数（回）とも数値（半角）入力。５回以上の昇温を行

った場合には、最終の温度と温度保持を記入。  
 キャリヤーガス条件   種類  
 
                     流量  
                    圧力  

コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。単位：ｍ L /分。  
数値（半角）入力。単位については、コンボボックスよ

り選択。「その他」を選んだ場合には、具体的に記入。

 注入         注入口温度  
             注入方式  

数値（半角）入力。単位：℃。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
＜測定用質量数＞  
  測定用質量数  

 
すべての項目とも、数値（半角）入力。  
定量に用いた質量数１つを記入。  

＜標準ガス＞  
 区分  
  購入：メーカー名  

 
コンボボックスより選択。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
＜検出下限＞  
  検出下限  

数値（半角）入力。試料中の濃度（μｇ／ｍ３）として

記入。  
＜検量線の作成等＞  
 定量方法 方法  
（内標準法）種類  
 
      添加量     

 
コンボボックスより選択。  
コンボボックスより選択。「その他」を選んだ場合には、

具体的に記入。  
数値（半角）入力。濃縮部中の量（ｎｇ）で記入。  



 

 検量線の作成 作成点数  
   作成範囲 最小量  
       最大量  
        単位  
 
     最高濃度の指示値  

数値（半角）入力。整数。  
数値（半角）入力。  
数値（半角）入力。  
コンボボックスより選択。ＧＣの注入量 (ｎｇ )又は濃度

（ppb又はμg/mｎ３）を記入。「ゼロ (0)」は含めない。

数値（半角）入力。「試料の指示値」、「空試験の指示値」

と同じ単位で記入。  
 試料の指示値  数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単

位で記入。測定回数分を記入  
 空試験の指示値  数値（半角）入力。「検量線最高濃度の指示値」と同じ単

位で記入。  
分析実施にあたっての留意した点及

び問題と感じた点 
１５０文字以内で簡潔に記入する。 

計算式 １５０文字以内で記入する。原則として、分析条件に記載され

て 
いる用語を用いて記入する。記入例は、排水試料（ＣＯＤ）を

参照する。 
 


